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化学物質の曝露試験

ヒト角膜上皮モデルの作製

用途
医薬品原料、化粧品原料等の化学物質の眼刺激性試験

原理
ヒト角膜上皮培養モデルに被験物質を曝露した際の、上皮バリア機能の傷害の
経時変化から眼刺激性の強さを予測する。

特徴
１．モデルに被験物質曝露後、3分で結果が得られる。
２．従来法では検出が困難な弱い刺激性を検出できる。
３．凍結切片を用いた免疫組織学的解析が容易に行える。
４．理研BRC所蔵の細胞株を用いて容易にモデルを作製可能である。
５．OECDテストガイドライン化を目指したプレバリデーション試験を実施中である。
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測定手順
１ 被験物質（2.5%溶液または懸濁液）をモデルに曝露する。
２ TEER値*を10秒毎に3分間記録する。
３ TEER値の経時変化を自動解析し眼刺激性の強さを判定する。

* TEER値：上皮細胞層の電気抵抗値。化学物質の曝露などによって
上皮バリア機能が傷害を受けると低下する。

試験手順
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